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1. はじめに（目的）

■ 市立甲府病院の経営改善を目指す

■ 市立甲府病院と他病院の経営状況の比較から分析を行う

■ 新型コロナウイルスの影響や市の歳出なども考察する

■ 分析には総務省の定義する経営指標から主に以下の5つを用いる

以上の指標に基づく分析から市立甲府病院の経営の課題を明らか
にし、そこから経営改善のための政策提言を行う。

修正医業

収支比率

病床利用率
入院患者1人

1日あたり収益

外来患者1人

1日あたり収益

職員給与費対

医業収支比率



1. 主な指標の定義 （総務省・経営指標の概要より）

修正医業収支比率（％） 入院収益+外来収益+他会計負担金を除くその他医業収益 / 医業費用 × 100

病床利用率（％） 年延入院患者数 / 年延病床数 × 100

入院患者1人1日当たり収益（円） 入院収益 / 年延入院患者数 × 1,000

外来患者1人1日当たり収益（円） 外来収益 / 年延外来患者数 × 1,000

職員給与費対医業収益比率（％） 職員給与費 / 医業収益（営業収益） × 100

累積欠損金比率（％） 累積欠損金（当年度未処理欠損金） / 事業の規模（医業収益） × 100

【補足】
医業収支比率（％）は、 医業収益 / 医業費用 × 100で表されるが、この指標では医業収益

に他会計負担金を含むことから、本分析では、病院経営本来の医業収益を重視するため、これ
を除く「修正医業収支比率」を採用している。



2. 問題提起

・市立甲府病院は経営状況が類似団体と比較して厳しい現状にある

・新型コロナウイルスによる影響と今後

・収益性と集客力の低さ

・市の財政への影響（一般会計からの繰出負担）

地域病院としての役割を担うためにも、経営の健全化
が必要である。



3．市立甲府病院の
経営の現状

https://www.city-kofu-hp.jp/



市立甲府病院の特徴

診療科・部門 病床数 取組み

内科
（呼吸器・循環器 他）

外科
（消化器・呼吸器 他）

その他
（小児科・産婦人科 他）

399床 電子カルテシステムの設置

助産師外来の開設

地域医療連携室

NICU（集中治療室）の設置



・ 令和4年度修正医業収支比率は、令和3年度より微増となっている。

・ 平成30年度から令和4年度では病床使用率は減少していおり、約13％低下
している。

・ 類似団体（中核市）の平均値を大きく下回る病床利用率は大きな課題となる。



・ 市立甲府病院の入院患者1人1日当たり収益は、類似団体（中核市）の平均値
を下回っている。

・同じく、市立甲府病院の外来患者1人1日当たり収益も、類似団体（中核市）の平
均値を下回っている。

入院患者1人1日当たり収益 外来患者1人1日当たり収益



累積欠損金比率は、近年減少傾向にあるが類似団体の平均値を大幅
に超える状況であり、非常に困難な経営状況であることが分かる。



職員給与費対医業収益比率

・ 類似団体の平均値を上回る高さになっている。
・ 医業収益の悪さも要因であることが考えられる。



4．新型コロナウイルスに
よる影響

コロナ前後のデータ比較



修正医業収支比率

■ 令和2年度から令和4
年度にかけて全国的
に修正医業収支比率
は低下傾向にある。

■ 市立甲府病院の場合
は増加傾向にあるが、
これはコロナ特需と考
えられる（山日新聞）。

令和元年度と令和４年度は平均に近いが
類似団体の平均値を若干下回っている。



病床利用率

近年では、類似団体の平均値と共に市立甲府病院は、病床使
用率が低下傾向にある。しかし、58％程度に留まってはいる。



入院患者1人1日当たり収益

・コロナ禍前後を通し類似団体の平均値を上回ることはない。
・各年度、類似団体の平均値から約1万円の差がある。



外来患者1人1日当たり収益

・コロナ禍前後を通して類似団体の平均値を上回ることない。
・コロナ禍の終息によって、平均値からの回復が見込まれるが、市立
甲府病院は外来患者による収益増加の傾向は弱いと考えられる。



コロナ前後のデータを比較して

■ 病床利用率では、コロナ後の方が悪化している。

■ コロナ後の病床利用率の低迷は医業収益の低下にも繋がる。

■ 医業収益の低迷、人件費の高騰等は、職員給与費対医業収益比率の上昇に
繋がる。

■ コロナ禍で修正医業収支比率が上昇した一方、累積欠損金比率は大きく低
下していないことから、コロナ後の経営も良くないと判断できる。

■ つまり、通常の外来や入院等による医業収益が大きく増加したわけではない。

上記の通り、コロナ前より悪化している指標があり、

現状では、市立甲府病院の経営状態が良いとは判断できない。



5．他病院との比較



比較対象の病院

徳島市立徳島市民病院 （類似団体 : Ⅳ-3）

• 県庁所在地である

• 人口規模が同等

愛知県市立半田病院 （類似団体 : Ⅲ-2）

• 経営状態の良さと地方大規模病院の事例

香川県綾川町国民健康保険陶病院 （類似団体: Ⅴ-2）

• 比較対象として各数値が良い地方小規模病院の事例



5．他病院との比較
比較対象①：徳島市立

徳島市民病院

https://static.byoinnavi.jp

/images/corp/480/008/

163008.13a39cea.jpg



徳島市立徳島市民病院の特徴

診療科・部門 病床数 取り組み 地域の取り組み

内科
(循環器・消化器 他)

外科
(外科・呼吸器 他)

その他
(小児科・産婦人科 他)

307床
医療安全管理

市特定事業主行動計画
(子育て支援、女性活

躍推進)

治験審査委員会

倫理委員会の設置

地域がん診療連携拠点
病院

徳島市民病院経営強化
プラン



徳島市民病院の現状

徳島市民病院の修正医業収支比率と病床利用率は、これまで非
常に高い水準だったが、コロナ禍の影響を受け、近年はどちらも市
立甲府病院とそれほど差がない状況にある。



市立甲府病院 徳島市民病院

・入院患者1人1日当たり収益のデータ

どちらも増加傾向ではあるが、市立甲府病院は徳島市民病院と
違い、類似団体の平均値に届かない状況にある。また、令和4年度
では双方で約2万円の差が生じている。



市立甲府病院 徳島市民病院

・外来患者1人1日当たり収益
市立甲府病院が増加していないことに対し、徳島市民病院は類似病院との平

均値を上回る収益を上げている。また、徳島市民病院は外来患者の診察、医療行
為により高い収益を上げている事がわかる。ここでも令和4年度の比較で約1万
円の差がある。



市立甲府病院 徳島市立病院

・職員給与費対医業収益比率
徳島市民病院は医業収益の良さも要因となり職員給与費対医業収益比

率は良い状態であったが、コロナ禍以降において悪化傾向にある。



5．他病院との比較
比較対象②：愛知県市立半田病院

https://www.sanfujinka-debut.com/wp-

content/uploads/2019/05/55c5abdd3c0667

861aaf14fc43e29df5.jpg



愛知県 半田市立半田病院の特徴
診療科・部門 病床数 取り組み

内科

小児科

外科

その他
(産婦人科・精神科など)

499床

地域がん診療連携拠点病院

救命救急センター

災害対策委員会

地域の健康推進

地域の健康推進
・脳ドック
・骨ドック
・講演会等

・公開市民講座
・教室、外来案内



市立甲府病院 市立半田病院

・修正医業収支比率のデータ
市立甲府病院は、令和元年のコロナが始まった頃に数値が大きく

上昇したが、翌年から大きく下がっている。市立半田病院はコロナ禍
の影響を大きく受けることなく100％を超える数値を維持している。



市立甲府病院 市立半田病院

・病床利用率のデータ
お互い令和元年から令和2年で数値が大きく変動している。しかし、

一貫して、市立甲府病院は類似団体の平均値に達していないが、市
立半田病院は類似団体の平均値を上回っている。



市立甲府病院 市立半田病院

・入院患者１人１日当たり収益のデータ

市立甲府病院は、類似団体の平均値には達していないが少しずつ上

がってきている。市立半田病院は、類似団体の平均値に達して、大きく
上げており、徳島市立病院と同程度の数値となっている。



市立甲府病院 市立半田病院

・外来患者１人１日当たり収益のデータ
市立甲府病院は、類似団体の平均値に達していないが、上がり続

けてはいる。市立半田病院は、類似団体の平均値に近い数値を出し
続けている。



市立甲府病院 市立半田病院

・職員給与費対医業収益比率
市立半田病院は、医業収益の良さも要因と考えられ、職員給与

に対する医業収益比率は良い状態にあり数値は50％を下回って
いる。



５．他病院との比較

比較対象③：香川県綾川町

国民健康保険陶病院

https://th.bing.com/th/id/R.e7b5e48992a712f763cd8574ad2f60ef?rik=d4MAYd4yKEamYQ&riu=

http%3a%2f%2fayauta-

med.or.jp%2fimages%2fhospitals%2f1.jpg%3fdate%3d1573247750&ehk=5zdAg%2bHR%2fdKN2d

%2fP3yKWqQu7Ei%2bcSDXgKbAt4c9mA7A%3d&risl=&pid=ImgRaw&r=0



香川県綾川町国民健康保険 陶病院の特徴

診療科・部門 病床数 取り組み

内科

小児科

耳鼻咽喉科

循環器内科

呼吸器内科

その他
(病児保育)

63床

在宅医療・療養など医療と介護の連携

在宅ITパス化
(在宅地域連携パスで療養・介護間の情報をタ

イムリー且つスムーズにする)

↑
参加事業所44箇所・医師6人・対象患者24例

陶病院強化プラン



市立甲府病院 陶病院

・修正医業収支比率のデータ
市立甲府病院は、類似団体の平均値に届いていないのに対し、陶病

院は毎年度、類似団体の平均値を超え、しかも100％を超える数値を
出している。



市立甲府病院 陶病院

病床使用率
・病床利用率

市立甲府病院の病床利用率は、類似団体の平均値に届いていない
のに対して、陶病院は毎年度、類似団体の平均値を超える数値を出し
ている。令和4年度では市立甲府病院より約20％も高い。



市立甲府病院 陶病院

・入院患者１人１日当たり収益のデータ
市立甲府病院は、類似団体の平均値に届かない状況が続いている

が、陶病院は、類似団体の平均値に届いたり、届かなかったりを続け
ている。ただ、病床数が少ないこともあり数値自体は低い。



市立甲府病院 陶病院

・外来患者１人１日当たり収益のデータ
市立甲府病院は、類似団体の平均値に届いていないが、陶病院は類

似団体の平均値を超えながら上がってきており、地方小規模病院なが
ら、令和3年度・4年度の数値は市立甲府病院を上回っている。



市立甲府病院 陶病院

・職員給与費対医業収益比率
市立甲府病院は、陶病院と比べて類似団体の平均値を大きく上

回っている。ただ、数値自体は同じ程度である。



６．市立甲府病院の
問題点と課題



６．市立甲府病院の問題点と課題

問題点

• 修正医業収支比率・病床使用率（収益性）の低さ

• 類似団体の平均値を大きく上回る、職員給与費対医業
収益比率および累積欠損金比率

• 外来患者1人1日当たり収益の低さ

課題

• 利用者の増加

• 経営資源の効率化

• 他病院との競争力の向上



７．経営回復のための
  政策提言



経営改善のポイント

人件費増加の抑制と医業収益の拡大

修正医業収支比率の向上

甲府市の補助費等からの分析



７－1．人件費増加の抑制と医業収益の増加

人員配置の見直し

業務内容の効率化（DX化）

医業収益の拡大への取り組み



修正医業収支比率の向上への要素

■診療時間の見直し

■救急患者受け入れの増加

■需要・収支効果を考慮した新規分野の診療

■患者を呼び込むホームページ作成

■病院の本業である医業収益を高める取り組み

⇒ 重要点は利用患者数の増加



７－２．修正医業収支比率の向上

① 地域医療連携の強化



地域医療連携の強化

地域医療連携：地域の医療機関で連携（紹介・逆紹介等）
を行い患者に質の高い医療を提供すること

A病院
①かかりつけ医
の診察

B病院
③専門医に

よる治療

②紹介

④逆紹介

A病院
かかりつけ医
に戻す

質の高い医療の提供と

医者の負担減少の効果



地域医療連携の強化

地域医療連携の強化

質の高い医療と医療従事者の負担減少

救急患者受け入れの余裕確保

そのためには病院同士の緻密な情報共有が必要
⇒ 業務管理のデジタル化等が重要となる。



７－２. 修正医業収支比率の向上

② 新規診療分野の開拓



参考：他病院の取り組み
地域との密着の強化



陶病院の取り組み

病児保育室 「うぐいす」

⇒子供が風邪などの病気の時、仕事の都合
などで見られない親に代わり保育する施設

◎ 町内在住の親⇒1日２,０００円
◎ 町外在住の親⇒１日３,０００円

山梨でも厚生病院が病児保育室「ひまわり」を設置

施設の設置に保育士の配置などが必要となり、
採算性が取れない（赤字）というデータが多い

問題点



他病院の取り組み

老年内科、老年病科

◼東大病院や国立長寿医療研究センターなどに設置

◼６５歳以上を対象に認知症などのほかに食欲の減衰、

体重の減少などまで高齢者の総合診療を行う

◼病気の予防、物忘れ外来の設置など

どこに相談すればよいのか分からない場合が多い高齢者
のカバーができる

高齢者の家族を含めるサポート体制の
確保や回復までの長期化などにより
収益性が比較的低い状況

課題



新規診療の検討

◎ 老年内科等の取り組みは現代社会で年々需要増

⇒ 高齢化の進行が著しい山梨での需要は大きい

⇒ 収益性と集客力のバランスを考えたうえで検討の余地あり

  ⇒ 山梨大学病院、山梨県立病院等との差別化も重要では？

収益性が比較的低い分野は民間の病院は手を出しにくい公
的な医療機関として力を入れるべき分野ともいえる。



新たな分野の開拓と地域との密着

子育てや高齢者介護に関する、新たな

分野の取り組みの開拓。

・地域病院としての役割拡大

市立病院の強みである地域との連携、
安全・安心感を最大限に生かす。



7-2. 修正医業収支比率の向上

③ 魅力的なホームページの作成



患者を呼び込むホームページの作成
‐徳島市民病院のホームページ‐

https://www.city-tokushima-hosp.jp/



健康保険組合連合会による
意識調査（令和５年）

医療機関を選ぶ際の情報源

1位. インターネットの情報

⇒その中の約50％が医療機関

のホームページを参考

２位. 家族や知人の意見

３位. 医師への相談



医療機関の情報として
特に欲しい内容

１位. 診療科目

２位. 医師の専門分野

３位. 夜間・休日診療の実施の有無

４位. 必要費用の概ねの金額

上位以外に、医師の経歴や性別、
手術の実施数などの情報を特に望
むという人も１６％と無視できな
い割合となっている。



魅力的なホームページの要素の分析

•写真や動画を多く取り入れる

•利用方法などの分かりやすさデザイン

•経歴や顔写真付きの医師紹介

•手術実績や経歴等の公開情報提供

集客力
利便性

利用者の
安心感

魅力的なホームページは利用者の目を引く
デザインと情報提供の細かさが特徴



市立甲府病院のホームページ評価

評価項目 市立甲府病院

デザイン
写真や動画を多く取り入れる ×

利用方法等の分かりやすさ △

情報提供
経歴や顔写真付きでの医師紹介 ×

手術実績や経営状況の情報公開 △

甲府市立病院のHPは写真や細かい情報提供が少なく
患者が、利用する魅力や安心感を得られにくい。



7-3. 病院政策の重要性

甲府市の財政と補助費等の関係



令和４年度 甲府市財政状況（補助費等）

甲府市における補助費等の経常収支比率は、62の類似団体【中核市】の中で
最も数値が高い。この補助費等は、他の地方公共団体や国、法人等に対する支出
のほか、地方公営企業法（昭和27年法律第292号）第17条の2の規定に基づく
繰出金も含まれる。 地方財政辞典「補助費等」による。



市立甲府病院 令和4年度 収益的収入 繰出金
・ 「令和4年度 甲府市公営企業会計決算審査意見書」



市立甲府病院 令和4年度 資本的収入 繰出金
・ 「令和4年度 甲府市公営企業会計決算審査意見書」



一般会計からの繰出根拠

・ 日本医師会総合政策研究機構
・ 前田由美子「公立・公的医療機関等の現状と課題」2019年,8ページ等より。

⇒ 地方公営企業法 第17条の3

・ 同じく医業外収益となる「他会計補助金」

⇒ 地方公営企業法 第17条の2 第1項第2号

・ 医業外収益となる「他会計負担金」

⇒ 地方公営企業法 第17条の2 第1項第1号

・ 医業収益に含まれる「その他医業収益」の一部となる「他会計負担金」



https://www.soumu.go.jp/main_content/000178065.pdf



令和4年度 甲府市財政状況から

⇒ したがって、甲府市全体の財政改善につながる重要な政策と

いえる。

⇒ 市立甲府病院の経営改善、特に「医業収益」（外来・入院等）の改

善は、甲府市の歳出における補助費等の減少にもつながる。

⇒ 補助費等の比率の高さは、甲府市の経常的経費を踏まえてみて

も甲府市の財政圧迫に繋がりかねない。

甲府市の補助費等の数値は、甲府市の類似団体【中核市】62
団体のうち最も高い割合。



8．まとめ



改善の方向性

経営資源の効率・有効化 新規顧客の獲得

市立甲府病院の課題点

医業収益の低さ・人件費の増加 集客力・競争力の低さ

市立甲府病院の現状

修正医業収支比率低 病床利用率低



経営資源の効率・有効化

• 人員配置の見直し・新領域の開拓

• DX化などによる業務内容の効率・有効化

地域病院としての役割拡大

• 診察時間など受け入れの拡大

• 子育てや介護などの地域に寄り添う新規外来の開拓

顧客獲得へのアピール

• ホームページの改善

• 顧客への細かな情報提供（受診での安心・安全）





９．参考文献（主要文献・資料）

■ 総務省 「経営指標の概要（病院事業）」
https://www.soumu.go.jp/main_content/000796124.pdf

■ 山梨県「山梨県／令和4年度経営比較分析表‐市立甲府病院」
https://www.pref.yamanashi.jp/shichoson/koueikigyo_bunsekihyo_r4.html

■ 徳島県ホームページ「令和4年度徳島県内の市町村公営企業の経営比較分析表｜徳島県
ホームページ」
https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/kurashi/chihososei/7236798/

■ 愛知県「愛知県内市町村等の経営比較分析表 - 愛知県」
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/shichoson/koueikigyoukeieihikakubunnsekihyou05.html

https://www.soumu.go.jp/main_content/000796124.pdf
https://www.pref.yamanashi.jp/shichoson/koueikigyo_bunsekihyo_r4.html
https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/kurashi/chihososei/7236798/
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/shichoson/koueikigyoukeieihikakubunnsekihyou05.html


■ 香川県「地方公営企業令和4年度決算「経営比較分析表」の公表について｜香川県」
https://www.pref.kagawa.lg.jp/jichisin/zaisei/keiei-hikau/koueikigyo.html

■ 山梨県「山梨県／令和4年度財政状況資料集」
https://www.pref.yamanashi.jp/shichoson/r4zaiseijyoukyoushiryousyu.html

■ 甲府市「令和4年度甲府市公営企業会計決算審査意見書」
https://www.city.kofu.yamanashi.jp/kansa/shise/kansa/documents/r4kigyoukaikeiikensyo.pdf

■ 市立甲府病院「経営ビジョン」

https://www.city-kofu-hp.jp/outline/kaikaku/index.html

■ 市立甲府病院「経営強化プラン」 

https://www.city-kofu-hp.jp/outline/kaikaku/index.html

https://www.pref.kagawa.lg.jp/jichisin/zaisei/keiei-hikau/koueikigyo.html
https://www.pref.yamanashi.jp/shichoson/r4zaiseijyoukyoushiryousyu.html
https://www.city.kofu.yamanashi.jp/kansa/shise/kansa/documents/r4kigyoukaikeiikensyo.pdf
https://www.city-kofu-hp.jp/outline/kaikaku/index.html
https://www.city-kofu-hp.jp/outline/kaikaku/index.html


ご清聴有り難うございました。
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